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調しました。6

世界中のキリスト教徒とユダヤ人は旧約
聖書に書かれたエリヤの話が真実だと考
えています。7 エリヤはイエス・キリストの
時代の前にメルキゼデク神権の結び固め
の鍵

かぎ

を持っていた最後の預言者でした。8

エリヤ，鍵を回復する
エリヤは再び地上に現れました。1836年

4月3日にカートランド神殿を訪れ，マラキ
の約束を成就すると宣言し，現代の神権
時代に家族を結び固める神権の鍵をジョ
セフに授けたのです。9 エリヤの使命は，
時としてエリヤの霊と呼ばれるものの導き
により果たされています。エリヤの霊は，
ラッセル・M・ネルソン長老が教えている
とおり，「家族が神聖な特性を持つことを
証
あかし

する聖霊の現れ」なのです。10

救い主はバプテスマの必要性について
強調し，こう教えられました。「だれでも，
水と霊とから生れなければ，神の国にはい
ることはできない。」11 主は御自身で模範
を示されました。では，バプテスマを受け
ていない死者はどうなるのでしょうか。

神殿と家族歴史の業に関する教義
1840年10月11日，ノーブーでビレー

ト・キンボールが夫のヒーバー・C・キン
ボールへ宛てて手紙を書きました。夫は
他の十二使徒とともにイギリスで伝道して
いました。数日前に 10月の総大会が開か
れたばかりでした。

ビレート個人の手紙を引用します。「教
会が組織されてから一番大きな興味深い
大会でした。……〔ジョセフ〕・スミス大
管長の話は今までにないすばらしいもので
した。……それは死者のためのバプテス
マについての話です。コリント人への第
一の手紙15章29節でパウロが語ってい
ることです。ジョセフは啓示によって，そ
れについてさらに詳しく説明してくれまし
た。この福音が世に出る前に亡くなった
すべての先祖のためにバプテスマを受ける
ことは，この教会の〔会員〕の特権である

のように焼き尽くされ，「根も枝も残〔ら〕
ない」と書かれています。4 しかしマラキは
この章の終わりに，次のような主の心強い
約束について述べています。
「見よ，主の大いなる恐るべき日が来る

前に，わたしは預言者エリヤをあなたがた
につかわす。

彼は父の心をその子供たちに向けさせ，
子供たちの心をその父に向けさせる。こ
れはわたしが来て，のろいをもってこの国
を撃つことのないようにするためである。」5

回復の幕開けに際して，モロナイは
1823年，若きジョセフ・スミスへ授けた最
初の教えの中で，このメッセージを再び強

十二使徒定員会
クエンティン・L・クック長老

何かと話題の多い作家ウィリアム・
サロイアンは，1981年に癌

がん

で亡
くなる直前，新聞記者にこう言

いました。「だれでも死ななければならな
い。でも，自分は例外だといつも信じて
いた。これからどうなるのだろうか。」1

現世で死に直面し，死後の世について
考えるときに，「これからどうなるのだろう
か」という問いは最も重要なものです。そ
の問いに対して，イエス・キリストの回復さ
れた福音が，天の御父の幸福の計画の中
で実に見事に答えています。

現世で人は笑い，泣き，働き，遊び，生き
て，死にます。ヨブは次のような簡潔な問
いを投げかけています。「人がもし死ね
ば，また生きるでしょうか。」2 答えは断固
として「はい」です。救い主の贖

あがな

いの犠牲
があるからです。この問いの前にヨブは
興味深い前置きを幾つか述べています。

「女から生
うま

れる人は日が短く……花のよう
に咲き出て枯れ〔る。〕……木には望みが
ある。たとい切られてもまた芽をだし，そ
の若枝は絶えることがない。……若木の
ように枝を出す。」3

天の御父の計画は家族に関わる計画で
す。非常に感動的な聖句には，比

ひ

喩
ゆ

として
根や枝のある木という概念が使われてい
ます。

旧約聖書の最終章であるマラキ書で
は，この比喩によって救い主の再臨が鮮明
に語られています。高慢な者と悪人はわら

根と枝
今

こん

日
にち

，家族歴史と神殿の業を速めることが家族の救いと昇栄に
とって不可欠です。
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と言うのです。……そのようにしてわたし
たちは先祖の身代わりとなり，第一の復活
のときに出て来る特権を先祖に与えるの
です。死者は獄の中で福音を聞くことにな
ると言うのです。」

ビレートはさらにこう書いています。
「わたしは母のためにバプテスマを受けた
いです。……これは何ともすばらしい教義
ではありませんか。」12

家族を結びつけるというこの重要な教
義は，ここにも少し，そこにも少しと明らか
にされました。身代わりの儀式は永遠の
家族を結びつけ，根を枝に結びつける業の
中心です。

家族歴史と神殿の業に関わる家族の教
義は明確です。啓示を通して言われた最
初の教えの中で主は，「あなたがたの死者
のためのバプテスマ」と言われました。13 
わたしたちは自分自身の先祖に対して教
義上の義務を負っているのです。なぜな
ら，天上の日の栄えの組織は家族に基づ
いているからです。14 大管長会は教会員，
特に青少年やヤングシングルアダルトに，
自分自身の先祖の名前や，自分のワードや
ステークの会員の先祖の名前を探して，家
族歴史と神殿の儀式の業に努めるよう励
ましています。15 わたしたちは自分の根と
枝の両方に結ばれる必要があります。永
遠の世界において結ばれるというのは，実
にすばらしい考えです。

神殿
預言者ジョセフ・スミスは神殿の業の

礎を築くのに十分な時間を生き長らえた
と，ウィルフォード・ウッドラフは述べまし
た。ジョセフ・スミスが十二使徒定員会に
最後に会ったときには，十二使徒は預言者
よりエンダウメントを授かっていました。16

預言者が殉教した後，聖徒たちはノー
ブー神殿を完成させました。そして，ロッ
キー山脈を目指して出発する前に，何千人
もの忠実な教会員が結び固めの力によっ
て祝福されました。 30年後，セントジョー
ジ神殿が完成したとき，ブリガム・ヤング

大管長は，永遠に重要な意義を持つ救い
の儀式が，ついに生者と死者の両方に行
えるようになったと説明しました。17

これについてウィルフォード・ウッドラ
フ大管長は分かりやすく述べています。

「主が明らかにしてくださった原則の中で，
死者の贖いほどわたしに大きな喜びを与え
てくれた原則は他にありません。第一の
復活の朝，そして日の栄えの王国におい

て，わたしたちは父親，母親，妻，子供たち
と家族としてともに過ごすのです。これは
きわめて重要な原則です。あらゆる犠牲
を払う価値のあるものです。」18

現代は何とすばらしい時代でしょう。最
後の神権時代であり，救いの儀式に関わ
るあらゆる分野で救いの業が速められて
いることが感じられます。19 これらの救い
の儀式を行うために，現在世界各地に神
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殿が設けられています。霊的な再生，平
安，安全，人生の指針などを求めて神殿に
参入することも大きな祝福です。20

トーマス・S・モンソン大管長は使徒に
召されてから1 年足らずのころ，ロサンゼ
ルス神殿系図図書館を奉献し，亡くなった
先祖についてこう語りました。「先祖は皆
さんやわたしが先祖を探究する日を待って
います。先祖を探すことは先祖のために道
を開くうえで必要です。〔また〕神の家へ
入り，亡くなった先祖が自分では行えない
業を行ってください。」21

当時モンソン長老であった大管長が
1964年 6月 20 日に奉献の言葉を述べた
ころには，稼動している神殿は 12か所し
かありませんでした。モンソン大管長が
大管長会で奉仕してきた期間中に，現在
稼働している142 の神殿のうち，130か所
が奉献されました。今日わたしたちは，救
いの業が速められている状況を目にしてい
ますが，これは奇跡にほかなりません。新
たに 28の神殿の建設が発表され，完成を
目指して各段階に入っています。今や教会
員の 85パーセントが神殿から 320キロ圏
内に住んでいます。

家族歴史に関するテクノロジー
家族歴史に関するテクノロジーも目を見

張る進歩を遂げています。ハワード・W・
ハンター大管長は 1994年11月にこう宣言
しました。「死者のために儀式を行う神聖
な業を速めるために，情報技術の使用を
開始しました。科学技術の役割は……主
御自身によって速められています。……し

かし，こうした道具を使って行えることは
たくさんあり，わたしたちはまだその入り口
に立っているにすぎません。」22

この預言者の言葉から19年たった現
在，テクノロジーは信じがたいほど進歩し
ています。先日，幼い子供を持つ 36歳の
ある母親が感嘆の声を上げて，わたしにこ
う言いました。「信じられません。以前は
特定の家族歴史センターへ行ってマイクロ
フィルムを読んでいたのに，今は自分の
家で子供たちを寝かしつけた後，台所の
テーブルで，コンピューターに向かって家
族歴史ができるんです。」兄弟姉妹の皆さ
ん，今や家族歴史センターが自分の家に
あるのです。

神殿と家族歴史の業は，わたしたちのた
めだけではありません。幕の向こう側で
霊の獄の束縛から解放してくれる救いの
儀式を待っている人たちのことを考えてく
ださい。獄とは「閉じ込められた，または
捕らわれた状態」という意味です。23 捕ら
われている人たちは，ウィリアム・サロイア
ンと同様，「これからどうなるのだろうか」
という問いを発していることでしょう。

ある忠実な姉妹がソルトレーク神殿で
の特別で霊的な経験を語ってくれました。
確認の部屋で，身代わりの確認の儀式が
行われた後，姉妹はこのような言葉を聞き
ました。「獄にいる者は解放される。」彼
女はバプテスマと確認の儀式を待っている
人たちのために急がなければならないと
強く感じました。家へ帰ると聖典を開き，
先ほど聞いた聖句を探しました。教義と
聖約 128章にジョセフ・スミスの宣言を見

つけました。「心を喜び楽しませ，大いに
喜んでください。地は声を放って歌いなさ
い。死者は，王なるインマヌエルに向かっ
て永遠の賛美の歌を語り出しなさい。王
なるインマヌエルは，わたしたちが死者を
獄から贖えるようにする方法を，世界が存
在する前に定められました。獄にいる者た
ちは解放されるのです。」24

では，わたしたちは何をする必要がある
でしょうか。預言者ジョセフの勧告は，

「わたしたちの死者の記録を載せた，その
まま受け入れるに値する書を」神殿に携え
て行くことです。25

教会の指導者たちは若者たちに向かっ
て，高らかに響き渡る声を上げています。
テクノロジーを使う道を先導して，エリヤ
の霊を実感し，先祖を探し，先祖のために
神殿の儀式を行うようにと呼び掛ける声
です。26 生者と死者の両方を救う業を速め
るうえで困難な仕事の多くが，若い世代の
皆さんによって行われるのです。27

各ワードの青少年が神殿へ行って死者
のためのバプテスマを行うだけでなく，自
分たちが行う儀式のために先祖の名前を
提出するよう家族やワードの会員たちと
一緒に働くなら，青少年自身も教会も大い
に祝福されるでしょう。皆さんの取り組み
を手助けする死者の影響力，そして皆さん
が仕える人々に来世で会う喜びを過小評
価しないでください。自分の家族と結ば
れるという永遠に意義深い祝福は，わたし
たちの理解をはるかに超えるものです。28

世界中の教会員の中で，51 パーセント
の成人が，教会のインターネットサイトであ
るファミリーサーチの中のファミリーツリー
に両親の名前を入れていません。 4人の
祖父母全員の名前を入れていない成人の
割合は 65パーセントに上ります。29 忘れ
ないでください。わたしたちは自分の根と
枝なしには救われないのです。教会員は
この非常に重要な情報を入手して，ファミ
リーツリーに入力する必要があります。

わたしたちはついに，家族がこの栄えあ
る救いの業を達成するための教義，神殿，
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そしてテクノロジーを手に入れました。こ
れを行う一つの方法を提案します。家族
で「ファミリーツリーの集い」を開いてくだ
さい。これは 1 回だけでなく，繰り返し行
われるべきものです。今ある家族歴史の
記録，先祖にまつわる話や写真，祖父母
や両親が大事にしていた物などを各自が
持ち寄ります。若い人たちは先祖の生活に
ついて，出身地や生活様式などを学ぶこと
を楽しみにしています。多くの人が先祖に
心を向けています。青少年は，先祖にまつ
わる話を聞いたり，写真を見たりするのが
大好きです。また，こうした話や写真をス
キャンして，ファミリーツリーにアップロー
ドし，先祖の記録を永久に保存するため
に，情報源となる資料を先祖に結びつける
技術を持っています。もちろん，主な目的
はどのような儀式をこれから行う必要があ

るかを見定め，神殿で重要な儀式を行う
割り当てをすることです。小冊子『わたし
の家族』 を活用して，家族の情報，先祖に
まつわる話や写真を記録し，それらをファ
ミリーツリーにアップロードすることがで
きます。

わたしたちの神聖な行く末を守るため
に，家族に対する責務や期待を最優先して
ください。家族全員にとって安息日をより
豊かに過ごす方法を探している人々にとっ
て，家族歴史の業を速めることは豊かな実
りをもたらします。ある母親が誇らしげに
語ってくれました。17歳の息子が日曜日に
教会から帰ると，コンピューターに向かっ
て家族歴史の作業を行い，10歳の息子は
先祖の話を聞き，写真を見るのが大好きだ
と言うのです。このように家族全員がエリ
ヤの霊を感じる祝福にあずかっています。

わたしたちの大切な根と枝を養わなくては
なりません。

イエス・キリストは身代わりの贖いを行
うために御自身の命をささげられました。
ヨブが発した根源的な問いにお答えに
なったのです。主は全ての人類のために
死を克服されました。それはわたしたちが
自分ではできないことです。けれども，わ
たしたちは身代わりの儀式を行い，自分自
身の先祖のために真に「シオンの山」30 に
立つ，救う者になることができます。それ
はわたしたちが先祖とともに救われ，そし
て昇栄にあずかるためです。

救い主の贖いの犠牲について，また，わ
たしたちと家族のための天の御父の計画
が確かなものであることを証します。イエ
ス・キリストの御名により，アーメン。■
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